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研究成果の概要（和文）：本科研の目的は日本人英語学習者の英語力に関する到達指標の提案およびそのレベル別言語
材料の科学的な整備である。これを行うことで、シラバス開発、教科書・教材・タスク開発、テスト開発などに資する
一貫した英語資料を提供できる。指標に関してはCEFR-JというCEFR準拠の英語汎用枠に基づいた。言語材料配当は、CE
FR準拠教科書コーパス・学習者コーパスを独自に構築し、500以上の文法事項、テキスト特性、エラー特性に関してコ
ーパス解析と機械学習の手法を用いて調査し、文法、テキスト、エラーの各プロファイルとして整備した。

研究成果の概要（英文）：The present study aims to propose a common framework of reference for English 
language teaching and learning in Japan as well as a set of language specifications (vocabulary, grammar 
and texts) for each level of the framework. For the common framework, the CEFR-J, an adapted version of 
the Common European Framework of Reference for Languages (CEFR), is used.
Two types of corpora, a corpus of CEFR-based course books and CEFR-classified learner corpora were used 
to extract grammatical, textual, and error features from each CEFR(-J) level. The frequency data were 
then analyzed using a machine learning technique called Support Vector Machine to learn how they serve to 
contribute to an effective classification of CEFR levels. Important features were then made into a set of 
inventories as reference level descriptions, called the Grammar Profile, the Text Profile and the Error 
Profile, which will be made publicly available for developing syllabuses, textbooks, and language tests.

研究分野： 外国語教育
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１． 研究開始当初の背景 
 

 現在文部科学省は GOAL2020 と称して、体
系的な英語教育改革を推進している。その改
革の方向性はさまざまな視点を包含してい
るが、本科研との関連でその方向性を大別す
ると以下の 3 点に集約される： 
 
① 小学校に英語を教科として導入し、開始

時期を早めることで全体的な英語力の底
上げを目指す。[小学校英語導入] 

② 高校卒業時の大学入試を改革し、今まで
の読解力中心のテスト方法から、4 技能
をバランスよく見るテストの導入を推奨、
波及効果で中高での英語教育の方法見直
しを図る。[大学入試改革] 

③ 小中高（および大）での一貫した到達指
標をCAN-DOの形式で設け、小中、中高、
高大の円滑な連携を目指し、さらにその
指標によって国際的な英語力基準を導入
する。[CAN-DO形式の到達指標の設定] 

 
これは①＝「入口」、③＝「真ん中」、②＝「出
口」に対応し、英語教育改革の包括的・抜本
的な改革ということができる。  
 このような改革は実質的な変化を①〜③の
ポイントで生み出せれば、相乗効果によって
所期の目的の達成が大いに期待できる反面、
①〜③のどこかが間違えば効果が出ないだ
けでなく、英語教育の全体構造を変えている
ために従来よりも状況が複雑になり混乱を
来す可能性もある。学習指導要領の改訂と同
時に、①〜③のそれぞれのポイントを確実に
押さえて、実効力のある改革が施行される必
要がある。本研究はそのために、日本の英語
教育にヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）
を導入するための枠組みとして発表された
CEFR-J（投野 2012）を活用する。 
 CEFR-J を具体的に言語政策決定、教科書・
教材・テスト作成、教員研修などに活用する
ために、CEFR-J レベル別の文法事項、与え
るべきテキスト特徴、学習者のレベル別エラ
ー傾向などをコーパス言語学や自然言語処
理の手法を用いて科学的に調査したもので
ある。 
 
２. 研究の目的 
 
 本科研の目的はこのような英語教育改革
の最も根本的なポイントである「英語到達度
はどのようにレベル設定を行い、日本人にとっ
てふさわしい目標をどのように設定するか」とい
う到達指標の提案と、その具体的な実施に必
要なシラバス開発、教科書・教材・タスク開
発、テスト開発などに資する言語材料の包括
的な整備を目的としている。これらの整備を
CEFR のレベルに基づき客観的に行う手法は
参照レベル記述（Reference Level Description: 
以下 RLD）と呼ばれる。これにより、小学校
英語導入から中高大の英語力の発達を統一

的な枠組みで目標の記述を行い、それを大学
入試の改革につなげられるような道筋をつ
けることが具体的に可能になり、それは新指
導要領の記述を側面からサポートし、また新
しい枠組みに沿った教科書作成やテスト開
発などの基礎資料となる。  
 
３. 研究の方法 
 
本科研では、CEFR-J の各レベルに対応する
以下のようなプロファイリング情報を提供

することで RLD の資料整備を進める： 
 
RLD に必要な言語コーパスの整備に関して
は、大別して２つのことを行った： 
 
 
(1) CEFR 準拠の英国のコースブックのデ

ータを CEFR レベル別に収集、コーパス
化 し た →  CEFR-based Coursebook 
Corpus 

(2) 日本人英語学習者の産出データ（話し言
葉・書き言葉）を CEFR レベル別に整理
した 
 → JEFLL Corpus (CEFR version);  
   NICT JLE Corpus (CEFR version) 

 
その結果、以下の３つのコーパスを主要なデ
ータソースとして使用した。 
 

  
 コーパス構築は 2012-13 年度の 2 年間を費
やし、その間は各自で関心のある言語特徴に
関して CEFR レベルの基準特性となりうるも
のは何かをいろいろ事例研究を持ち寄りな
がら検討を重ねた。2013 年度からは東京工業
大学の奥村学氏が加わり、自然言語処理の知
見を加えて本格的な RLD のための言語特徴
の洗い出しの方法を議論した。 
  コーパスの構築を受けて、言語特徴の頻度
調査に関して以下のような方法を用いた： 

Grammar Profile 

Text Profile 

Error Profile 

レベル別に導入するべき 

文法事項に関する情報 

 
レベル別に使用すべき 

英文テキスト特性に関する情報 
 
レベル別学習者の 

典型的エラーに関する情報 

 

CEFR Courcebook 

JEFLL Corpus 

NICT JLE Corpus 

CEFR 準拠の英国コースブックの

データを CEFR レベル別に収集 

 
日本人英語学習者１万件の 

英作文コーパス（67 万語） 
 
日本人英語学習者 1200 件の 

会話コーパス（200 万語） 

 



 
 
(1) CEFR-J Grammar Profile:  

主 要 な 文 法 項 目 の 出 現 頻 度 を
CEFR-based Coursebook Corpus を用いて
CEFR レベル別にすべてチェックし、
Grammar Profile の基礎データとする。
Grammar Profile の目的は「CEFR-J に基
づくシラバス構築を目的としたインプ
ットとしての文法特性とその提示イメ
ージを提案すること」とする。  
 

(2) CEFR-J Text Profile:  
主要なテキスト特徴を CEFR-based 
Coursebook Corpus を用いて CEFR レベ
ル別にすべてチェックする → これ
を Text Profile の基礎データとする。
Text Profile の目的は「CEFR-J に基づく
シラバス構築を目的としたインプット
としてのテキスト特性（流暢性、複雑性、
語彙レベル、など）とその提示イメージ
を提案すること」とする。 
 

(3) CEFR-J Error Profile:  
(1)の Grammar Profile に関して、日本人
英語学習者がどの程度当該文法項目を
使えるのかをアウトプット側からの情
報として、(1) に補足情報として付与す
る。Error Profile の目的は「CEFR-J に基
づく Grammar Profile を補完する形で
CEFR-J レベルごとに特徴的な学習者の
エラー特性を判定し、input 基準のプロ
ファイル情報を補うこと」とする。 

 
４. 研究成果 
 
(1) 各種 Profile の構築 
 CEFR 準拠教科書（CEFR-based Coursebook 
Corpus）、 CEFR レベル別学習者の英作文
（JEFLL Corpus）及び会話（NICT JLE Corpus）
コーパスからの頻度抽出情報をもとに CEFR
各レベルに対応する言語特徴をどのように
規定するかに関して、Grammar Profile を東工
大の奥村研究室、Text Profile を大阪大学の荒
瀬研究室（研究協力者）、学習者のスピーキ
ング・データを九州大学の廣川研究室（研究
協力者）などの自然言語処理、工学系の専門
チームに検討を依頼した。 
 その結果、基本的な頻度と分布の統計量を
出した後、レベル別の頻度データの機械学習
をサポートベクターマシンで行い、その判別
に寄与した言語特徴の重みベクトルのスコ
アをランキング形式で抽出した 。これらの
結果を Grammar Profile の頻度・分布データと
からめることで何らかのレベル帰属する文
法項目を割り当てることを目指した。 
  なお、全体の文法頻度の抽出データは石井
康毅が中心となってデータ処理を行い、全員
で石井康毅  (2016)「文法項目頻度リスト
（version 20160108）」を共通データとして用

いた。 
 
(2) CEFR-J RLD 手法の公開 
 これらの RLD の一連の手続きに関して、
2016 年 3 月 5-6 日、東京外国語大学における
最終成果報告シンポジウムにおいて研究発
表を行った。CEFR の開発の中心人物で第一
人者である Brian North 氏（Euro Centres 
Foundation）、英語における RLD の中心的プ
ロジェクトを行っている Paula Buttery 氏
（Cambridge 大学）がシンポジウムに参加し、
研究チームの明確な目的と優れた連携、科学
的な RLD 手法が高く評価された。その成果
は最終報告書（投野 2016）にまとめられて、
各種 profile は公開の方向で整備される。 
 
(3) 社会的インパクト 
 CEFR-J の Grammar, Text などのプロファ
イル情報の整備により、CEFR-J のレベル別
に語彙・文法・テキストを組み合わせてタス
クを開発したり、パフォーマンステストを設
計したりすることが容易になる。 
 CEFR-J の CAN-DO リスト、語彙表などの
一連の言語材料の資料群は研究・商用利用を
問わずオープンな枠組として公開されてお
り、教科書会社、教材制作会社、テスト会社
などが具体的な商品を CEFR-J を元に開発を
始めている。 
 文部科学省が 2020 年を目指して改革する
学習指導要領でも「指標形式の到達目標」と
して CAN-DO ベースの目標を組み込むこと
がほぼ決定しており、CEFR-J とその一連の
利用環境の整備は、学習指導要領に CAN-DO
をどう組み込み、どう小中高の各レベルで教
員研修・指導実践に生かしていくか、につい
て有益な情報を提供するものと期待される。 
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